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お わ り に
本稿では、堀川小学校の現在の教育実践に影響を及ぼしたものを明らかにす
るため、大正期新教育の影響と戦後新教育の影響に目を向け、堀川小学校の教
師たちがどのようにして授業研究を継続してきたのかをあとづけてきた。その
過程で明らかになったことは、戦後新教育以上に、大正期新教育の影響が現在
の堀川小学校の土台を形成しているのではないかということである。大正期の
蓄積があったからこそ、戦後初期の混乱時代を、迷走することなく乗り越える
ことができたのである。
その後、堀川小学校では、?授業の研究?（1959）を契機として、1960年代を通
して子どもの実態に目を向けた授業の解釈研究が進められていく。1960年代以
降の検討については稿を改めるが、昭和37（1962）年には、実践研究の方法的理
念を集成した?授業の改造?を出版し、?子どもの思?を高めるための具体的な
諸条件の究明と、それに応ずる指導の手だて?の解明に向かうことになる（131
頁）。
?昨年までの研究は、子どもの思?の具体的な事実を解釈することに重点を置
いてきたが、その後、子どもが事象に対した時、打ち出した?えの要因を他
の子どもの?えや教師の助言、教材の条件などを、どのようにからませるこ
とが、思?を高めることになるのか。という問題に発展したのである。?（?研
究の歩み（三十六年度紀要）?）
註
註１ ?富山市立堀川小学校第１回ESD実践発表会のご案内?（2012年11月８日）http://
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